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市市民民ニニュューースス1100、、1111月月号号

議議会会がが提提出出ししたた安安倍倍元元首首相相

のの「「国国葬葬」」実実施施のの撤撤回回をを求求めめ

るる意意見見書書はは賛賛成成多多数数でで可可決決しし

ままししたた。。議議会会にに先先立立ちち、、市市内内

1166のの市市民民団団体体がが「「国国葬葬」」中中止止

をを国国にに求求めめるるよようう要要望望書書がが議議

会会にに出出さされれてていいままししたた。。

ままたた共共産産党党鎌鎌倉倉市市議議団団はは、、

安安倍倍元元首首相相のの「「国国葬葬」」にに、、市市

ととししてて弔弔意意にに関関すするる取取りり組組みみ

ををししなないいよようう、、松松尾尾崇崇市市長長にに

申申しし入入れれままししたた。。
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深深沢沢子子どどもも会会館館はは深深沢沢整整備備事事業業地地内内ににああるるたためめ、、22002244年年

３３月月でで閉閉館館すするる計計画画でですす。。小小学学生生はは放放課課後後子子どどももひひろろばばへへ、、

乳乳幼幼児児はは子子育育てて支支援援セセンンタターーへへ案案内内すするるととししてていいまますすがが、、

中中学学生生ははどどううすするるかか検検討討中中だだとと言言いいまますす。。

異異年年齢齢がが一一緒緒にに遊遊べべるる場場はは、、子子どどももににととっっ

ててととててもも大大切切。。子子どどもも会会館館のの閉閉館館ににはは、、利利用用

者者のの声声をを丁丁寧寧にに聞聞きき要要望望ををくくみみ取取っっててほほししいい

ももののでですす。。

腰腰越越にに子子育育てて支支援援セセンンタターーがが設設置置さされれ保保育育園園がが建建てて替替ええ

らられれるるここととににななりり、、地地元元でで喜喜ばばれれてていいまますす。。

保保育育園園ににつついいててはは、、公公民民連連携携保保育育園園ととししてて民民間間園園にに変変わわ

りり、、公公立立とと同同等等のの保保育育ををすするる拠拠点点園園ととししてて位位置置づづけけるるとといい

いいまますす。。ししかかしし、、そそののたためめにに必必要要なな一一時時保保育育、、障障害害児児保保育育

等等にに対対すするる補補助助ははあありりまませせんん。。決決算算特特別別委委員員会会

でではは、、補補助助金金のの増増額額やや保保育育士士ののススキキルルをを上上げげるる

よようう全全会会一一致致でで意意見見がが盛盛りり込込ままれれままししたた。。

議案の採決結果 ◎◎全全員員賛賛成成 △△一一部部反反対対 ××全全員員反反対対 <<議議長長はは採採決決にに加加わわっってていいまませせんん>>
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認認定定

× ◎ ◎ ◎ ◎ × × ◎ ×

案案
26

令令和和３３年年度度国国民民健健康康保保険険
事事業業特特別別会会計計決決算算のの認認定定

× ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △

28
令令和和３３年年度度介介護護保保険険事事業業
特特別別会会計計決決算算のの認認定定

× ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △

議議
会会
議議
案案

１
安安倍倍晋晋三三元元首首相相のの「「国国葬葬」」
実実施施のの撤撤回回をを求求めめるる意意見見書書

◎ 退退席席 退退席席 × × ◎ ◎ ◎ △

コ
ロ
ナ
禍
で
困
窮
世
帯
急
増

住住
宅宅
支支
援援
やや
生生
活活
支支
援援
のの
充充
実実
をを

安倍元首相の「国葬」
撤回求めた意見書可決

障害児保育

子どもの居場所

腰越保育園は新しくなるが…

財
政
調
整
基
金（
市
の
貯
金
）

最
高
の
61
億
円
に

松
尾
市
政

スーパーシティ構想

監
視
社
会
に
つ
な
が
る
恐
れ

導導
入入
はは
やや
めめ
るる
べべ
きき

子ども会館 また一つ減り 鎌鎌
倉倉
市市
はは
深深
沢沢
事事

業業
用用
地地
をを
念念
頭頭
にに
、、

国国
のの
特特
区区
事事
業業
でで
ああ

るる
スス
ーー
パパ
ーー
シシ
テテ
ィィ

構構
想想
にに
応応
募募
しし
てて
いい

まま
すす
。。

スス
ーー
パパ
ーー
シシ
テテ
ィィ

構構
想想
でで
はは
各各
ササ
ーー
ビビ

スス
のの
垣垣
根根
をを
越越
ええ
たた

「「
デデ
ーー
タタ
連連
携携
基基
盤盤
」」

をを
つつ
くく
るる
とと
しし
てて
いい

まま
すす
。。

２２
００
２２
１１
年年
、、
国国

はは
個個
人人
情情
報報

保保
護護
にに
関関
すす

るる
法法
律律
をを
改改

悪悪
しし
まま
しし
たた
。。

そそ
れれ
にに
伴伴
いい
、、

自自
治治
体体
、、
企企

業業
、、
大大
学学
等等

がが
扱扱
っっ
てて
いい

るる
ささ
まま
ざざ
まま

なな
個個
人人
情情
報報
がが
一一
元元

化化
ささ
れれ
まま
すす
。。
ププ
ララ

イイ
ババ
シシ
ーー
がが
侵侵
害害
ささ

れれ
、、
監監
視視
社社
会会
にに
つつ

なな
がが
るる
のの
でで
はは
なな
いい

かか
とと
のの
強強
いい
懸懸
念念
がが

ああ
りり
まま
すす
。。

行行
政政
がが
もも
つつ
膨膨
大大

なな
個個
人人
情情
報報
をを
企企
業業

等等
がが
利利
活活
用用
しし
やや
すす

いい
仕仕
組組
みみ
にに
しし
てて
つつ

くく
らら
れれ
るる
スス
ーー
パパ
ーー

シシ
テテ
ィィ
のの
導導
入入
はは
やや

めめ
るる
べべ
きき
でで
すす
。。

市市民民ニニュューースス1100、、1111月月号号

議議会会がが提提出出ししたた安安倍倍元元首首相相

のの「「国国葬葬」」実実施施のの撤撤回回をを求求めめ

るる意意見見書書はは賛賛成成多多数数でで可可決決しし

ままししたた。。議議会会にに先先立立ちち、、市市内内

1166のの市市民民団団体体がが「「国国葬葬」」中中止止

をを国国にに求求めめるるよようう要要望望書書がが議議

会会にに出出さされれてていいままししたた。。

ままたた共共産産党党鎌鎌倉倉市市議議団団はは、、

安安倍倍元元首首相相のの「「国国葬葬」」にに、、市市

ととししてて弔弔意意にに関関すするる取取りり組組みみ

ををししなないいよようう、、松松尾尾崇崇市市長長にに

申申しし入入れれままししたた。。

ココ
ロロ
ナナ
禍禍
、、
物物
価価
高高

騰騰
がが
市市
民民
生生
活活
をを
圧圧
迫迫

しし
てて
いい
まま
すす
。。
国国
のの
住住

居居
確確
保保
給給
付付
金金
はは
鎌鎌
倉倉

市市
でで
はは
ココ
ロロ
ナナ
前前
のの
２２

００
１１
９９
年年
度度
のの
１１
件件
にに

対対
しし
、、
2200
年年
度度
はは
３３
４４

９９
件件
、、
2211
年年
度度
１１
８８
１１

件件
とと
急急
増増
しし
てて
いい
まま
すす
。。

市市
立立
のの
小小
・・
中中
学学
校校

にに
就就
学学
中中
のの
子子
がが
いい
てて

経経
済済
的的
にに
困困
っっ
てて
いい
るる

家家
庭庭
にに
対対
しし
、、
鎌鎌
倉倉
市市

がが
支支
給給
しし
てて
いい
るる
就就
学学

援援
助助
金金
はは
ここ
ここ
十十
数数
年年

でで
約約
２２
倍倍
のの
1144
・・
5533
％％

にに
増増
加加
しし
てて
いい
まま
すす
。。

物物
価価
高高
騰騰
対対
策策
とと
しし

てて
９９
月月
補補
正正
予予
算算
でで
、、

介介
護護
、、
農農
業業
支支
援援
、、
保保

育育
園園
等等
給給
食食
費費
補補
助助
、、

障障
害害
者者
支支
援援
、、
中中
学学
校校

給給
食食
のの
食食
材材
費費
支支
援援
等等

がが
組組
まま
れれ
まま
しし
たた
。。

党党
市市
議議
団団
はは
９９
月月
初初

めめ
、、
補補
正正
予予
算算
化化
ささ
れれ

なな
かか
っっ
たた
中中
小小
事事
業業
者者

にに
対対
すす
るる
物物
価価
やや
、、
燃燃

料料
費費
高高
騰騰
分分
軽軽
減減
補補
助助
、、

医医
療療
機機
関関
のの
電電
気気
代代
やや

食食
材材
費費
なな
どど
のの
高高
騰騰
支支

援援
をを
要要
請請
しし
まま
しし
たた
。。

ココ
ロロ
ナナ
禍禍
でで
市市
税税
のの

減減
収収
がが
予予
想想
ささ
れれ
るる
とと

しし
てて
２２
００
２２
１１
年年
度度
はは

主主
なな
事事
業業
がが
減減
額額
・・
先先

送送
りり
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。
しし

かか
しし
2211
年年
度度
決決
算算
でで
はは

予予
想想
とと
はは
違違
いい
、、
市市
税税

増増
とと
なな
りり
、、
財財
政政
調調
整整

基基
金金
はは
1133
億億
円円
積積
みみ
増増

しし
しし
、、
松松
尾尾
市市
長長
にに
なな

りり
ババ
ブブ
ルル
期期
をを
除除
きき
、、

最最
高高
のの
約約
6611
億億

円円
とと
なな
りり
まま
しし

たた
。。監監

査査
委委
員員
のの

意意
見見
でで
はは
「「
基基

金金
・・
現現
預預
金金
をを

増増
やや
すす
ここ
とと
自自

体体
がが
目目
的的
化化
しし

てて
しし
まま
いい
市市
民民

生生
活活
のの
維維
持持
向向

上上
のの
たた
めめ
のの
投投

資資
がが
滞滞
っっ
たた
のの
でで
はは
本本

末末
転転
倒倒
」」
「「
行行
政政
がが
果果

たた
すす
べべ
きき
役役
割割
はは
、、
景景

気気
のの
低低
迷迷
やや
ココ
ロロ
ナナ
禍禍

をを
含含
むむ
自自
然然
災災
害害
なな
どど

でで
社社
会会
経経
済済
情情
勢勢
がが
混混

乱乱
しし
たた
とと
きき
にに
ああ
っっ
てて

もも
、、
市市
民民
ニニ
ーー
ズズ
にに
適適

しし
たた
ササ
ーー
ビビ
スス
をを
安安
定定

的的
にに
提提
供供
すす
るる
ここ
とと
にに

ああ
るる
」」
「「
キキ
ャャ
ッッ
シシ
ュュ
・・

フフ
ロロ
ーー
のの
著著
しし
いい
増増
加加

がが
、、
事事
業業
とと
財財
政政
のの
ババ

ララ
ンン
スス
をを
見見
極極
めめ
たた
自自

治治
体体
運運
営営
にに
取取
りり
組組
んん

だだ
結結
果果
生生
じじ
たた
もも
のの
とと

はは
言言
ええ
なな
いい
」」
とと
のの
指指

摘摘
をを
重重
くく
受受
けけ
止止
めめ
るる

べべ
きき
でで
すす
。。

深深沢沢子子どどもも会会館館はは深深沢沢整整備備事事業業地地内内ににああるるたためめ、、22002244年年

３３月月でで閉閉館館すするる計計画画でですす。。小小学学生生はは放放課課後後子子どどももひひろろばばへへ、、

乳乳幼幼児児はは子子育育てて支支援援セセンンタターーへへ案案内内すするるととししてていいまますすがが、、

中中学学生生ははどどううすするるかか検検討討中中だだとと言言いいまますす。。

異異年年齢齢がが一一緒緒にに遊遊べべるる場場はは、、子子どどももににととっっ

ててととててもも大大切切。。子子どどもも会会館館のの閉閉館館ににはは、、利利用用

者者のの声声をを丁丁寧寧にに聞聞きき要要望望ををくくみみ取取っっててほほししいい

ももののでですす。。

腰腰越越にに子子育育てて支支援援セセンンタターーがが設設置置さされれ保保育育園園がが建建てて替替ええ

らられれるるここととににななりり、、地地元元でで喜喜ばばれれてていいまますす。。

保保育育園園ににつついいててはは、、公公民民連連携携保保育育園園ととししてて民民間間園園にに変変わわ

りり、、公公立立とと同同等等のの保保育育ををすするる拠拠点点園園ととししてて位位置置づづけけるるとといい

いいまますす。。ししかかしし、、そそののたためめにに必必要要なな一一時時保保育育、、障障害害児児保保育育

等等にに対対すするる補補助助ははあありりまませせんん。。決決算算特特別別委委員員会会

でではは、、補補助助金金のの増増額額やや保保育育士士ののススキキルルをを上上げげるる

よようう全全会会一一致致でで意意見見がが盛盛りり込込ままれれままししたた。。

議案の採決結果 ◎◎全全員員賛賛成成 △△一一部部反反対対 ××全全員員反反対対 <<議議長長はは採採決決にに加加わわっってていいまませせんん>>

議議
案案
番番
号号

会会派派のの名名称称
議議 案案

共共
産産
党党

３３
人人

夢夢
みみ
らら
いい

鎌鎌
倉倉
４４
人人

ヴヴ
ィィ
ジジ
ョョ
ンン

４４
人人

公公
明明
党党

３３
人人

自自
民民
党党

２２
人人

ネネ
ッッ
トト

２２
人人

かか
わわ
せせ
みみ

２２
人人

アア
ッッ
ププ

デデ
ーー
トト２２

人人

無無
所所
属属

４４
人人

22
子子どどもものの家家・・子子どどももひひろろばば
のの指指定定管管理理者者のの指指定定 × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × ◎ △

議議24
令令和和３３年年度度一一般般会会計計決決算算のの
認認定定 × ◎ ◎ ◎ ◎ × × ◎ ×

案案
26

令令和和３３年年度度国国民民健健康康保保険険
事事業業特特別別会会計計決決算算のの認認定定 × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △

28
令令和和３３年年度度介介護護保保険険事事業業
特特別別会会計計決決算算のの認認定定 × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △

議議
会会
議議
案案

１
安安倍倍晋晋三三元元首首相相のの「「国国葬葬」」
実実施施のの撤撤回回をを求求めめるる意意見見書書 ◎ 退退席席 退退席席 × × ◎ ◎ ◎ △

コ
ロ
ナ
禍
で
困
窮
世
帯
急
増

住住
宅宅
支支
援援
やや
生生
活活
支支
援援
のの
充充
実実
をを

安倍元首相の「国葬」
撤回求めた意見書可決

障害児保育

子どもの居場所

腰越保育園は新しくなるが…

財
政
調
整
基
金（
市
の
貯
金
）

最
高
の
61
億
円
に

松
尾
市
政

スーパーシティ構想

監
視
社
会
に
つ
な
が
る
恐
れ

導導
入入
はは
やや
めめ
るる
べべ
きき

子ども会館 また一つ減り 鎌鎌
倉倉
市市
はは
深深
沢沢
事事

業業
用用
地地
をを
念念
頭頭
にに
、、

国国
のの
特特
区区
事事
業業
でで
ああ

るる
スス
ーー
パパ
ーー
シシ
テテ
ィィ

構構
想想
にに
応応
募募
しし
てて
いい

まま
すす
。。

スス
ーー
パパ
ーー
シシ
テテ
ィィ

構構
想想
でで
はは
各各
ササ
ーー
ビビ

スス
のの
垣垣
根根
をを
越越
ええ
たた

「「
デデ
ーー
タタ
連連
携携
基基
盤盤
」」

をを
つつ
くく
るる
とと
しし
てて
いい

まま
すす
。。

２２
００
２２
１１
年年
、、
国国

はは
個個
人人
情情
報報

保保
護護
にに
関関
すす

るる
法法
律律
をを
改改

悪悪
しし
まま
しし
たた
。。

そそ
れれ
にに
伴伴
いい
、、

自自
治治
体体
、、
企企

業業
、、
大大
学学
等等

がが
扱扱
っっ
てて
いい

るる
ささ
まま
ざざ
まま

なな
個個
人人
情情
報報
がが
一一
元元

化化
ささ
れれ
まま
すす
。。
ププ
ララ

イイ
ババ
シシ
ーー
がが
侵侵
害害
ささ

れれ
、、
監監
視視
社社
会会
にに
つつ

なな
がが
るる
のの
でで
はは
なな
いい

かか
とと
のの
強強
いい
懸懸
念念
がが

ああ
りり
まま
すす
。。

行行
政政
がが
もも
つつ
膨膨
大大

なな
個個
人人
情情
報報
をを
企企
業業

等等
がが
利利
活活
用用
しし
やや
すす

いい
仕仕
組組
みみ
にに
しし
てて
つつ

くく
らら
れれ
るる
スス
ーー
パパ
ーー

シシ
テテ
ィィ
のの
導導
入入
はは
やや

めめ
るる
べべ
きき
でで
すす
。。

市市民民ニニュューースス1100、、1111月月号号

議議会会がが提提出出ししたた安安倍倍元元首首相相

のの「「国国葬葬」」実実施施のの撤撤回回をを求求めめ

るる意意見見書書はは賛賛成成多多数数でで可可決決しし

ままししたた。。議議会会にに先先立立ちち、、市市内内

1166のの市市民民団団体体がが「「国国葬葬」」中中止止

をを国国にに求求めめるるよようう要要望望書書がが議議

会会にに出出さされれてていいままししたた。。

ままたた共共産産党党鎌鎌倉倉市市議議団団はは、、

安安倍倍元元首首相相のの「「国国葬葬」」にに、、市市

ととししてて弔弔意意にに関関すするる取取りり組組みみ

ををししなないいよようう、、松松尾尾崇崇市市長長にに

申申しし入入れれままししたた。。

ココ
ロロ
ナナ
禍禍
、、
物物
価価
高高

騰騰
がが
市市
民民
生生
活活
をを
圧圧
迫迫

しし
てて
いい
まま
すす
。。
国国
のの
住住

居居
確確
保保
給給
付付
金金
はは
鎌鎌
倉倉

市市
でで
はは
ココ
ロロ
ナナ
前前
のの
２２

００
１１
９９
年年
度度
のの
１１
件件
にに

対対
しし
、、
2200
年年
度度
はは
３３
４４

９９
件件
、、
2211
年年
度度
１１
８８
１１

件件
とと
急急
増増
しし
てて
いい
まま
すす
。。

市市
立立
のの
小小
・・
中中
学学
校校

にに
就就
学学
中中
のの
子子
がが
いい
てて

経経
済済
的的
にに
困困
っっ
てて
いい
るる

家家
庭庭
にに
対対
しし
、、
鎌鎌
倉倉
市市

がが
支支
給給
しし
てて
いい
るる
就就
学学

援援
助助
金金
はは
ここ
ここ
十十
数数
年年

でで
約約
２２
倍倍
のの
1144
・・
5533
％％

にに
増増
加加
しし
てて
いい
まま
すす
。。

物物
価価
高高
騰騰
対対
策策
とと
しし

てて
９９
月月
補補
正正
予予
算算
でで
、、

介介
護護
、、
農農
業業
支支
援援
、、
保保

育育
園園
等等
給給
食食
費費
補補
助助
、、

障障
害害
者者
支支
援援
、、
中中
学学
校校

給給
食食
のの
食食
材材
費費
支支
援援
等等

がが
組組
まま
れれ
まま
しし
たた
。。

党党
市市
議議
団団
はは
９９
月月
初初

めめ
、、
補補
正正
予予
算算
化化
ささ
れれ

なな
かか
っっ
たた
中中
小小
事事
業業
者者

にに
対対
すす
るる
物物
価価
やや
、、
燃燃

料料
費費
高高
騰騰
分分
軽軽
減減
補補
助助
、、

医医
療療
機機
関関
のの
電電
気気
代代
やや

食食
材材
費費
なな
どど
のの
高高
騰騰
支支

援援
をを
要要
請請
しし
まま
しし
たた
。。

ココ
ロロ
ナナ
禍禍
でで
市市
税税
のの

減減
収収
がが
予予
想想
ささ
れれ
るる
とと

しし
てて
２２
００
２２
１１
年年
度度
はは

主主
なな
事事
業業
がが
減減
額額
・・
先先

送送
りり
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。
しし

かか
しし
2211
年年
度度
決決
算算
でで
はは

予予
想想
とと
はは
違違
いい
、、
市市
税税

増増
とと
なな
りり
、、
財財
政政
調調
整整

基基
金金
はは
1133
億億
円円
積積
みみ
増増

しし
しし
、、
松松
尾尾
市市
長長
にに
なな

りり
ババ
ブブ
ルル
期期
をを
除除
きき
、、

最最
高高
のの
約約
6611
億億

円円
とと
なな
りり
まま
しし

たた
。。監監

査査
委委
員員
のの

意意
見見
でで
はは
「「
基基

金金
・・
現現
預預
金金
をを

増増
やや
すす
ここ
とと
自自

体体
がが
目目
的的
化化
しし

てて
しし
まま
いい
市市
民民

生生
活活
のの
維維
持持
向向

上上
のの
たた
めめ
のの
投投

資資
がが
滞滞
っっ
たた
のの
でで
はは
本本

末末
転転
倒倒
」」
「「
行行
政政
がが
果果

たた
すす
べべ
きき
役役
割割
はは
、、
景景

気気
のの
低低
迷迷
やや
ココ
ロロ
ナナ
禍禍

をを
含含
むむ
自自
然然
災災
害害
なな
どど

でで
社社
会会
経経
済済
情情
勢勢
がが
混混

乱乱
しし
たた
とと
きき
にに
ああ
っっ
てて

もも
、、
市市
民民
ニニ
ーー
ズズ
にに
適適

しし
たた
ササ
ーー
ビビ
スス
をを
安安
定定

的的
にに
提提
供供
すす
るる
ここ
とと
にに

ああ
るる
」」
「「
キキ
ャャ
ッッ
シシ
ュュ
・・

フフ
ロロ
ーー
のの
著著
しし
いい
増増
加加

がが
、、
事事
業業
とと
財財
政政
のの
ババ

ララ
ンン
スス
をを
見見
極極
めめ
たた
自自

治治
体体
運運
営営
にに
取取
りり
組組
んん

だだ
結結
果果
生生
じじ
たた
もも
のの
とと

はは
言言
ええ
なな
いい
」」
とと
のの
指指

摘摘
をを
重重
くく
受受
けけ
止止
めめ
るる

べべ
きき
でで
すす
。。

深深沢沢子子どどもも会会館館はは深深沢沢整整備備事事業業地地内内ににああるるたためめ、、22002244年年

３３月月でで閉閉館館すするる計計画画でですす。。小小学学生生はは放放課課後後子子どどももひひろろばばへへ、、

乳乳幼幼児児はは子子育育てて支支援援セセンンタターーへへ案案内内すするるととししてていいまますすがが、、

中中学学生生ははどどううすするるかか検検討討中中だだとと言言いいまますす。。

異異年年齢齢がが一一緒緒にに遊遊べべるる場場はは、、子子どどももににととっっ

ててととててもも大大切切。。子子どどもも会会館館のの閉閉館館ににはは、、利利用用

者者のの声声をを丁丁寧寧にに聞聞きき要要望望ををくくみみ取取っっててほほししいい

ももののでですす。。

腰腰越越にに子子育育てて支支援援セセンンタターーがが設設置置さされれ保保育育園園がが建建てて替替ええ

らられれるるここととににななりり、、地地元元でで喜喜ばばれれてていいまますす。。

保保育育園園ににつついいててはは、、公公民民連連携携保保育育園園ととししてて民民間間園園にに変変わわ

りり、、公公立立とと同同等等のの保保育育ををすするる拠拠点点園園ととししてて位位置置づづけけるるとといい

いいまますす。。ししかかしし、、そそののたためめにに必必要要なな一一時時保保育育、、障障害害児児保保育育

等等にに対対すするる補補助助ははあありりまませせんん。。決決算算特特別別委委員員会会

でではは、、補補助助金金のの増増額額やや保保育育士士ののススキキルルをを上上げげるる

よようう全全会会一一致致でで意意見見がが盛盛りり込込ままれれままししたた。。

議案の採決結果 ◎◎全全員員賛賛成成 △△一一部部反反対対 ××全全員員反反対対 <<議議長長はは採採決決にに加加わわっってていいまませせんん>>

議議
案案
番番
号号

会会派派のの名名称称
議議 案案

共共
産産
党党

３３
人人

夢夢
みみ
らら
いい

鎌鎌
倉倉
４４
人人

ヴヴ
ィィ
ジジ
ョョ
ンン

４４
人人

公公
明明
党党

３３
人人

自自
民民
党党

２２
人人

ネネ
ッッ
トト

２２
人人

かか
わわ
せせ
みみ

２２
人人

アア
ッッ
ププ

デデ
ーー
トト２２

人人

無無
所所
属属

４４
人人

22
子子どどもものの家家・・子子どどももひひろろばば
のの指指定定管管理理者者のの指指定定 × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × ◎ △

議議24
令令和和３３年年度度一一般般会会計計決決算算のの
認認定定 × ◎ ◎ ◎ ◎ × × ◎ ×

案案
26

令令和和３３年年度度国国民民健健康康保保険険
事事業業特特別別会会計計決決算算のの認認定定 × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △

28
令令和和３３年年度度介介護護保保険険事事業業
特特別別会会計計決決算算のの認認定定 × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △

議議
会会
議議
案案

１
安安倍倍晋晋三三元元首首相相のの「「国国葬葬」」
実実施施のの撤撤回回をを求求めめるる意意見見書書 ◎ 退退席席 退退席席 × × ◎ ◎ ◎ △

コ
ロ
ナ
禍
で
困
窮
世
帯
急
増

住住
宅宅
支支
援援
やや
生生
活活
支支
援援
のの
充充
実実
をを

安倍元首相の「国葬」
撤回求めた意見書可決

障害児保育

子どもの居場所

腰越保育園は新しくなるが…

財
政
調
整
基
金（
市
の
貯
金
）

最
高
の
61
億
円
に

松
尾
市
政

スーパーシティ構想

監
視
社
会
に
つ
な
が
る
恐
れ

導導
入入
はは
やや
めめ
るる
べべ
きき

子ども会館 また一つ減り


